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１．業務の概要  
 阿武山地震観測所にて昨年 6 月の集中豪雨により敷地内で小規模な斜面崩壊が発生































 ①地表踏査  






４．１ 地表踏査結果  



















４．２ 調査ボーリング結果  










































を 入 れ 積 み 上 げ
る。構造的には重
力式擁壁と同じ  
安 定 性 を 高
めるため、法
面 を よ り 緩
勾配とする  
親 杭 横 矢 板 ま
た は 立 て 矢 板
を打ち込む  








施 工 が 容 易
で安価  
構 造 ・ 効 果 が
明確  










浸 透 水 を 防
げない  
親 杭 も し く は
自 立 矢 板 の 打
ち 込 み に 大 型
機械が必要  
盛土・崖錘には不適
効 果 が 定 量 的 に 示
せない  
浸透水を防げない  
判定  × △  △  × × 
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写真３ 対策工完了状況 
 また、一部切土を実施することから、対策工施工時に地質観察を実施し、実際の地
山の状態を観察する事とした。地質観察の結果を図２に示す。同図より、  
①崩壊斜面に分布する崖錘堆積物の層厚は、2m 以上の部分が多く、粘性土の中に炭質
物を多く含む部分とあまり目立たない部分に区分することができる。便宜上、炭質
物を多く含む部分を新期の崖錘堆積物、それ以外の部分を古期の崖錘堆積物と区分
した。全体的に褐色を呈している。  
②切土最下部に大阪層群の粘性土の分布が認められる。大阪層群の粘性土は、崖錘堆
積物とは事なり白色を呈しており、崖錘堆積部に比べ硬質である。  
③旧沢地形部に盛土が行われている。盛土材は崖錘堆積物に比べ砂分が多く、その内
部に木片や砂岩や泥岩の円礫等を含んでいる。  
 
６．終わりに  
 対策工完了状況を写真３に示す。同
写真より、篭枠工により今後の崩壊に
対する抑止力は十分確保できるものと
考えている  
 今回、阿武山観測所で発生した小規
模斜面崩壊は、発生当初は自然斜面の
崩壊であるとみられたが、実際に調査
を行ってみると宅地造成時の地形改変
がその主因であることが明らかとなっ
た。  
図２ 地質観察結果 
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